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新型水車の共同開発について

公 営 企 業 課

１ 概 要

（１）事業内容

早稲田大学と東北小水力発電㈱は新型水車を共同開発し、製品化に向けた実証試験を

県営鎧畑発電所（仙北市）において実施する。

事業期間：平成２９～３２年度

事 業 費：約４３７百万円（国庫補助２／３）

早稲田大学 ２８百万円

東北小水力発電㈱ ４９百万円

秋田県 ３６０百万円

（２）三者の役割分担

早稲田大学：新型水車に関する理論的設計、高効率化に向けた解析等

東北小水力発電㈱：理論的設計に基づく詳細設計、実証機製作、実証試験等

秋 田 県：実証機の設置、運用及び各種支援

（３）新型水車の特徴

新型水車は従来型よりも発電可能な水量変化幅や落差変化幅が広くなり、発電量の増

加が見込まれる。

実証機の出力：約３００ｋＷ

２ 今後の予定

※ 平成３０～３２年度の県事業費について、今後、予算を提案予定。
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